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黹
で
ぢ
る
加
を
確
中
ぺ
す
る
こ
と
.で
は
な
く
し
て
、
比
較
的
少
數
の
{元
全
失
業
射
の
花
布
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め
-ぐ
っ
て
、
そ
の
周
邊
に
幾
倍
か
の
部
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. ^
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^
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さ
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の̂
外
邏
に
，あ
名
非
勞
傲
カ
人
ロ
％
^

、
就
勞
.の
機
會
が
何
ら
.か
の
形
で
提
供
さ
れ
る
な
ら
い
っ
で
も
齧
ん
で
. 

就
業
を
欲
す
る
人
々
が
こ
れ
ま
た
泊
货
數
い
る
と
.

5
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う
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と
こ
の
よ
，う
な
狀
態
_こ
そ
が
認
識
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
0

そ
し
て
ど
こ
に
と 

.
そ
正
长
.わ
が
_

の
失
業
現
象
の
特
質
が
認
め
ら
れ
る
.
0
.で
'あ
る
.が
フ
$
 

即
ち
、
 

わ
が
の
失
業
現
#

は
、
比
較
的
少
數
の
完
全
失
業
者
を
中
核
と
.；し
.て
、
現
象
的
に
は
そ
0
色
調
を
少
し
づ
っ
'薄
め
な
が
ら
失
業
が
大
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.的
に
波
紋
を
畫5

'

て
擴
大
;b
て
行
っ
て
い
.る
。
ハ
占
い
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に
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る
と
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っ
て
い
い
.で
ぁ
ろ
う
。
そ
.し
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の
よ
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失
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浓
の
缺
如
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、
人
デ
の
問
に
お
け
る
家
族
主
義
的
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活
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よ
る
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互
扶
助
>
耐
乏
の
'傾
向
と
の
相
五
關
連
の
上
で
可
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と
せ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
狀
態
&

實
銀
狀
態
に
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け
る
.，失
舞
の
必
然
的
な
争
あ
'る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
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全
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業
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部
分
失
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、
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嘧
知
完
佥
失
業
と
潜
相
失
業
が
、.
動
態
.的
.に
せ
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よ
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に
關
連
し
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っ
.變
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す
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^
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例
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忆
し
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興
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あ
る
課
題
と
な
る
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あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
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ら
に
い
い
換
え
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丫
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潜
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金
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し
て
變
他
す
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潜
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し
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す
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し
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さ
れ
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そ
こ
れ
ら
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さ
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な
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あ
ろ
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。
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で
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題
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多
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入
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し
て
居
り
、
し
か
も

. 

, 

• 

• 

- 

•• 

,• 

> 

• 

• 

•
' 

• 

.

.

. 

.
.
.

 

»

他
か
ら
め
.援
助
な
ぐ
し
て
.は
ぞ
の
困
- «
龙
獬
決
し
え
な
：い
人
々
を
：救
濟
ず
る
仕
事
だ
と
.い
：う
黠
で
.あ
る
。
こ
の
.困
難
は
、：

單
に
經
濟
上
の 

も
の
だ
け
.で
な
く
、
#

神
薄
弱
兒
“

&
聾
啞
者
，
癩
患
者
等
が
降
る
.ょ
う
.
.な
身
體
乃
.至
健
康
上
.
0困
難
.を
.含
.み
、
更
に
家
出
兒
童
や
出
獄

-

* 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

. 

- -
 i 

.

.

.

.

人
と
於
遭
遇
す

.る
よ
う
：な
精
神
上
乃
至
倫
理
上
の
困
難
を
も
舍
む
%p
現
在
の
白
.本
の
よ
う
に
貧
囷
の
問
題
で
手
：一
杯
の
場
合
に
は
、
そ

.
-
* 

.

-!
. 

. 

. 

.... 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

- 

.

.. 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

れ
と
結
合
す
石
:̂
:

ヵ
.で
膨
康
上
.ぞ
の
他
の
面
.難
1

诹
极
ゎ
れ
る
'に
過
：ぎ
な
：い
と
い
：つ
て
よ
^̂

の
ア
メ

サ

，
ヵ
，
で
$
 

.民
間
0'
'
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.

-
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■
■
■
■
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■;
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一

、
じ

，
か

し
.尨
が
ら
旣
に
因
難
に
陷
令
た
人
丸
金
故
濟
^

る
扭
事
#
ら
、
_

難

に

陷

ら

ル

め.
-る
：匕

と

を

ま

肪̂

な
る
の
は
自
然
の
推
移
で
あ
リ
、
と
の
植
類
の
祺
業
と
し
て
、
楓
贫
絜
に
限
ら
ず
奉
仕
を
.擺
供
す
る
公
益
質
屋
そ
の
他
の
所
爾
經
濟
保
護 

社
會
ぎ
業
の
本
質
に
關
す
る
ニ
つ
の
見
解
；
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辦
業
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
券
の
救
濟
及
び
豫
防
か
ら
、K
に
進
ん
で
改
善
の
た
^
の
事
業
が
尖
じ
て
く
る
こ
と
も
や
は
り
自
然
の
推
移
で
あ 

P
’
站
童
の
た
め
の
レ
ク
リ
r

1
シ
ョ
ン
沾
動
の
如
き
、
そ
の
種
類
の
仕
事
に
磁
す
る
と〗

，ぇ
^
{う
。

2

^
热
木
利
兒
著
、
ゥ
ラ
ル
フ
ニ
ァ
•
フn

，

ム• 

U

S

A

'昭和」

ー
桊
刊〔

一
セ
、

一
八
S

よ
る
と
、
S

の
民
間
雪
で
あ
る
猶
太
社
す 

,

承
樂
協
食
で
は
、
問
題
を
持
、込
む
家
庭
の
三
分
の
.ニ
以
上
が
財
政
的
で
な
い
問
題
を
持
っ
て
來
る
と
い
う
。
經
濟
的
困
窮
は
公
的
扶
助
と
货
氣
闾
復
：

9

お
蔭
で
你
決
さ
れ
て
々
る
か
ら
.で
.あ
リ
、
同
協
脅
で
は
3|
:
人
.家
激
の
按
助
*
，復
員
軍
人
の
.拨
助
•
'兒
童
レ
ク
リ
r

シ
ョ
シ
等
^
重
點
.を
置
い
て

パ
.
：；ソ
傲
る
と
い
；：う
0-
.
:
:
.
.
.
-

ぐ
.
；
.
'
;
べ
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货
1

禍
祉
法

：
J

vt
t
、
兒
童
福

ft

施
設
£

;
禪
と
A

て
兒
資
厚

.
施̂
設
^

い
う
V

の
を
認
め
て
居
る

.0'
と
か
は

「

兒
童
墟
圍
、

兒

童

館

鲦

兒

.
， 

,̂
に
徤
金
な
遊
び
：を
與
克
て
、，そ
の
健
康
、を
增
遇
し

>

31
-

は
情
辕
を
ゅ

^

が
に
ナ

.る
こ
'
全
 ̂

(

第
四
0

條
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??

あ
る
。
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.社
會
斯
業
の
全
體
制
が
こ
：量

.3

.
仕

舉

を

行

い
»

も

完

金

に

そ

の

.效

«

^

舉
^
^

.
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さ
せ
て
そ
':
3

し
た
.救

- «
保
護
无
必
.耍
と
1,
&

く
な
つ
、た
場
合
^

办
る
'.
°

但
し
社
會
の
疋
常
な
成
員
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
.諸
種
の
災
密 

の
た
め
に
一
時
的
に
國
難
に
陷
つ
，た
よ
.う
.な
場
合
、
.或
被
ま
，I

:
の
人
を
.め
ぐ
る
周
圍
の
姐
.會
關
係
が
絲
節
さ
れ
な
：.い
た
め
に
風
難
に
陷 

つ
た
よ
5

な
場
合
、
.そ
€)
人
が
巫
常
な
生
活
^
展
り
得
夺
よ
‘う
援
助
^

%
の
は
、
む
し
各
生
活
能
カ
<7
)
低
下
$:
豫
防
し
.よ
.う
と
す
る
も
©

で
あ
る
。
ま
，た
：老
齡
者
の
保
證
に
し
て
も
、
保
護
2:
'
不
要
i

t
る
程
度
に
ま
.で
^-
,の
生
活
能
カ
を
向
土
さ
也
る
こ
：と
は
、
，'多
く
の
場
合
不

.

.

.

.
* 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 
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■.

可
能
で
あ
ろ
.う
。.
甚
し
.な
が
ら
こ
；の
瘍
合
で
も
ぞ
う
し
た
生
活
能
力
^

社
會
第
業
の
主
喪
な
雛
能
は
、

い
.え
る
:0
こ
，の
と
と
は
、
必
ず
し
も
社
會
事
業
の
實

:'.
.. 

» 

; 

: 

•
-
1
. 

> •
 

;
r 、
 

• 

I

情
^

~:
遞

す

る

と

は

い

：ぇ

：
な

：
い

如

^

知
れ
.な
い
。.
進
歩
じ
な
>

耳
'0
能
カ
_の

低

：
>
社
會
欺
業
識
設
な
ら
^

^
^

,

不
滿
足
な
金
品
を
支
給
す
.る
だ
げ
で
一
、
他
に
何
の
方
^

も
き
じ
，な
い
.
.場
合
が
あ
る
で
：あ
ち
う
？
然
レ
な
>̂
:
ら
社
會
の
]£
氣
な
成
1

と
^
て 

の
生
沾
能
力
に
不
足
す
•る
#

に
そ
れ
を
附
與
し
、•
正
常
な
能
力
を
持
つ
衮
に
そ
れ
を
維
持
せ
し
め
る
と
':
i

は
、
疑
ぃ
も
な
ぐ
歌
し
も
雜
む

と
と
ろ
で
あ
つ
て
、
ょ
し
ん
ば
社
#
祺
業
の
^
情
が
お
.ょ
ば
ず
^
も
、
主
た
る
.機
能
を
そ
と
に
！

1
1

め
る
こ
七
に
異
議
を
唱
，え
る
人
は
あ
る

:(

評
.
5〕

.た

.
' 

く
：
 

.

. 

■こ

'

.

:

''

，
 

V 

ま
い
？‘
だ
か
ら
こ
そ
、「

社
會
福
鼬
祺
業
戡
木
法
案
：！
が

「

援
護
贺
成
を
耍
す
る
渚
に
對
し
、
平
和
的
な
國
家
及
び
社
會
の
成
員
と
し
て
、
‘

そ
の
能
力
を
？

I

る
ょ
ぅ
、
議

I

を
f

も
,

なければなちない

」

と
し
て
か
く
の
如

X
個

々

：
の

*

富

業

施

設

は
個
人K

々
，の
福
酏
杧
窬
興
ず
る
こ
と
を
通
じ
て
、
社

,#
全
體
，0
福
--
«
增
進
に
實
献
し
ょ
.ぅ
ど
す
る
も
0
:で
あ
务
べ
き
で
、':從
つ
て
--
-
tl
:

會
：.の
社
; #
勝
業
全
微
.と

.1
-
て
：も
同
.じ
と
^

が
^
£
:る
.
.士

思

ぅ

.。

.ン

'

.

(

HK
4

3

.'

と
>:
で
生
；.沽
能
カ
と
い
ぅ
の
は
、
單
に
所

#

獲
得
能
力
だ
け
で
な
く

.、
安
宛
し
た
家
パ
族
關
係
を
維
持
す
る
能
カ
そ

.の
他
、：社
會
の
.正
常
な
成 

贝
と
じ
て
：在
沽
ザ
る
に
必
：披

.な
^

カ
と
：'い
ぅ
廣
い
意
味
で
い
ぅ

-の
で
あ
る

。

.

./ 

.

■:
.

-

:
■:

0

3
 

,社
|

紕
鳥
に
缺
陷
が
ぎ
る

.場
合

(

に
は
、
個
人
の
能
力
が
正
常
で

 

>

つ
：
で
も
：、
.

■

そ
れ
を
發
撖
す
る

^

と
が
*

げ
.ら
れ
る
で

'招
な
.
い
か
と
考
え
る

. 

人
が
あ
る
：か

>

知

れ

：
^:
い
;'
9
大
鸯
の
慢
性
讷
な
火
業
の
布
す
る
ょ

0

な
場
合
に
は
、

*'

か
，に
そ
ち

.か
1

知
4

办
：い
0

そ
.し
亡
¥

事
業
は
疯
換 

僉
飢
織
に
働
き
か
け

.る
>

の
：
で

ぼ

な

：：い
：：か

.ら

、
'そ

の

，立
，
‘

r

•
.、

る
人
か
ら
：見

4

'
ば
、；誠
に
姑
息
な
轉

¥

そ
ぅ
'
い
ぅ
.人
に
と
つ
，
.て
：本
、

''
■會
紐
.織
，の
.
.變
革
が
あ
つ
て

t

の
人
達
む
翼
お
社
看
粗
織
が

'*
现
^

た
魄
^

は
'

有
に
述
べ
た
ょ
ぅ
な
社

<#
事
業
の
主
、
 

耍
機
能
は

#

は
り
大
き
な
愈
要
性
を
持
ク
こ
，と
に
な
る
で
あ
る
ぅ
。
何
と
な
れ
ば
；そ

.ぅ
し
た

11
;
會
^

%'
<
/>

或

：
は

災

害

，
の

'̂
#

或

は

周

閭

，と
の
關
係
へ
の 

■■
:
■
木

調

節

の

あ

め

、

禅

，々

々

困

雛

ぬ

常

厕

レ

で

坐

活

能

；カ
，が

低

下

す

-̂
餘

險

に

颔

し.
.た
^

々

や

、

生

活

能

：
力

の

不

，
足

；
か

.ら

困

離

ぬ

陷

'々

て

焐

る

人

々
な

.
‘
.:'

.
.
ど
：が
多
數
厨
る
だ

S
:ケ
.
か
ら
で
：
.あ
る
。
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よ
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な.響
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最
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且

：
ク

最

.も

能

率

よ

--
<
梁

す

た

め

に

：は

、
：
如

何

な

2>
方

齊

に'ょ

：る

べ

き

で

で
'た
だ
金
品
を
，ま
ぬ
す
る
他
何
の
援
助
も
與
え
な
い
の
は
、
い
ぅ
ま
‘で
も
な
，く
最
も
拙
劣
な
方
法
で
あ
つ
て
、
'そ
の
化
活
の
あ
ら
ゆ
る
方 

•抑
#
削
業
の
本
钗
に
關
す
る
二
つ
の
見
做 

、
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面
に
わ
た
り
、
役
立
ち
得
る
す
べ
て
の
手
段
方
法
を
;1
]

い
て
援
助
を
行
う
こ
と
％
、
最
も
賢
明
な
方
法
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
.
. 

換
言
す
れ
ば
個
人
々K

の
f

M
に
應
じ
た
個
別
的
甥
人
的
な
處
遛
を
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
よ
り
闲
®
著
の
生
活
能
力
を
維
持
し 

或
は
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
，る
機
能
は
最
も
よ
く
见
さ
れ
、
し
か
^

比
較
机
に
®

も
少
い
金
品
及
び
勞
力
の
支
出
を
以
て
、
#
も
大
き
な
效 

:
.艰
が
暴
あ
れ
る
^

#
ち

う
;0
匕
、れ
は
.健
康
：*
:讓

：。_

食 

つ
て
居
り
、 

i

f

の
：不
隹
狀
態
は
他
の
.方
面
に
影
齎
し
T
惡
循
■
女
超
こ
す
が
、
.
•對
に
各
方
雨
^̂

'し

1:'

層
卑
4
康
態
碁
轉
さ
ぜ
'
:る
如
ら
で
あ
る
。'
成
程
、
\
敎
師
-
獸
師
>
き
護
士
：な
^

の
_

事
％
^

對
人
的
處
遛
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
は
あ
る
が
、‘
そ
れ
等
の
場
合
相
手
の
生
活
の
-;
側
而
し
加
取
扱
わ
れ
な
い
。
然
る
に
い
わ
ゆ

：る
ヶ
ー 

ース)

ヮ

..
]
<グ

に

：扭

い

；
て
：：&

、
：
相

手

め

坐

活

の

；
全

■
面

■

わ

充̂
て

處

置

が

講

ぜ

ー

ら

れ

る

。

と
：
の

點

に

ヶ

1

X
;T
7
ィ
ク
の
最
も
童

要

.^

.
特

色

が

■

あ
る
と
兆
.に
、
そ
れ
を
中
心
と
す
る
社
鈐
琪
業
體
制
が
^

腎
理
想
的
な
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
。
從
つ
て
ま
た
こ
れ
が
.
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社
#
事
業
家
の
活
動
の
核
心
を
な
す
の
で
あ
つ
て
、、
そ
こ
に
こ
そ
社
會
啡
業
を
他
の
諸
事
業
か
ら
顶
別
せ
し
め
る
琪
情
が
患
る
と
い
え
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社
會
祺
業
は
侗
人
だ
け
で
な
く
集
围
を
も
勁
象
-と
す
る
。

コ
ミ
ュ
二
テ

*<
?
•
オ
ー
ガ
一
一
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
取
扱
う
地
域
的
集
團
の
如
.き
は
、 

陽
合
に
よ
つ
て
か
な
り
火
き
い
。
，
然
し
な
が
ら
こ
れ
等
集
團
を
對
象
と
す
る
場
合
で
も
"

個
々
集
围
の
•特
殊
祺
情
に
膝
じ
、.
ぞ
の
.あ
ら
ゆ 

る
側
商
に
わ
た
!)
'
あ
ら
ゆ
る
手
段
方
法
を
諧
匕
て
、
紺
織
分
解
か
ら
そ
の
集
网
を
救
う
と
い
う
點
に
お
い
て
、
そ
の
處
镫
の
、方
法
は
や
は 

り
個
別
的
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
染
圓
の
成
員
に
働
き
か
け
る
點
'\で
や
は
り
對
人
的
で
あ
る
'と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

.

,

•

.

.

. 

.

.

. 

' 

.

.

.

.

. 

' 

:

.

「

•

•

•

 

.
 

メ
 

-
 
+
.
-

8
.
6 

w 

M
a
r
y

 E
.

 

H
u
r
l
b
u
t
t
,

 

Tiie R
i
s
e

 o
f 

Social 

W
o
r
l
s
.

 

(
T
h
e

 

A
n
n
a
l
s

 

o
f 

t
h
e

 A
m
e
r
.

 

A
c
a
d
e
m
y

 

o
f 

Political 

a
n
d

 .social 

science. 

N
o
v

,
v
.

1
9
3
4

し
は
按
助
さ
‘れ
る
個
人
或
は
集
固
の
企
决
沽
組
織
0
:
0
1
巴life-organization〕

に
燋
點
を
置
<
こ
七
が
社
會
_
業
活

泐
の
核
心
で
あ
リ
、

.

.
-そ
れ
が
社
會
事
業
活
動
を
他
の
職
業
活
動
ー
か
ら
興
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ら
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ご
の
.社
會
事
業
.の
方
法
卽
ち
個
別
的
對
人
.的
で
あ
り
且
つ
釾
豫
た
る
；個
人
'又
社
集
團
の
全
坐
活
に
わ
た
つ
て
考
慮
し
處
置
す
る
と
い
ぅ 

.
方
法
が
、
現
實
の
.社
會
翦
業
に
於
.
V、て
十
分
に
行
わ
れ
て
居
る
か
と
.い
ヶ
と
，必
す
し
も
そ
ぅ
で
は
な
い
。
.
然
し
な
が
ら
少
4-
.も
ア
メ
リ
力

で
は
、
社
#
事
業
が
#

の
救
•貧
.
業.

V
慈
善
集
業
>
は
M
ハ
な
る
#
門
事
業
と
.し
て
認
め
ち
れ
る
に
ま
つ
た
の
は
、
か
か
る
方
法
の
進
歩
と

' 
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部 
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 ソ.

.、

普
及
に
ょ
、つ
て
寧
門
的
な
社
#
雄
業
抜
術
が
坐
ま
れ
、
,い
.わ
ゆ
る
科
學
的
社
會
事
業
の
發
達
が
あ
つ
'た
.か
ち
.で
あ
る
。
吾
邦
で
は
社
會
藤
_

業
技
術
が
ま
だ
そ
れ
程
の
狀
態
に
達
し
た
i

い
ぇ
な
，ぃ
だ
ろ
ろ
.私
'
.飯
戰
後
.

K
X

リ
ヵ
の
指
導
に
.ょ
’つ
て
、'
、次
第
：に
そ
の
方
向
へ
向
か
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つ

て
焐
る
ょ
ぅ
で
あ
り
プ
社
^
福
^

主
讓
制
琛
の
新
設
へ

^

門
敎
育
の
振
興
等
は
ノ
ス
ぐ
め
具
體
化
で
あ
る
と
考
ぇ
ら
れ
.

^
'■
.

•

:
:

..一
 

.社
會
霧
業
が
極
め
て
多
種
#.
歡
0
分
野
に
わ
た
リ
、
:'
赴
タ
ま
た
救
濟
。
龠

業
：と
し
て
'「

括
さ
れ
る
0
は
と
れ
等
各
分
野
が
上
述
し
た
ょ
ぅ
な
方
法
に
.ょ
つ
て
、
.齡
瓦
：6
.緊
密
.ぼ

關

係

^

下

に

動
 

.と
し
て
社
臂
祺
業
の
^

能
が
.高
度
迄
粜
さ
.机
る
.か
ら
.で
あ
る
0
1:
一E

f

^

■,
:
設
ほ
、
夫a

そ
.：の
：社
會
の
诩
窮
盏
を
援
助
す
る
た
めk

仕
事
を
分
擔
す
る
1

の
.で
あ
々
全
體
が
社
會
事
業
と
しv

一
 

つ
め
體
制
を
取

,
す

も
の
で
あ
を
6
匕
：の
體
制
の
最
も
中
樞
的
な
部
分
が
ケ
ー
ス
_:ヮ
1

ク
で
あ
，る
こ
と
は
，
い
^
ま
で
も.
な
.5
0:
ケ
r
ス
.ワ
1
力>-

は
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個
々
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に
■
す
る
處
置
め
，た
め
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各
方
面
タ
機
關
を
動
員
す
.る
：2
-樞

神

經

：で

あ

：
る
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ソ
：こ
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_

對

し

で

亡

我

瞪

制

：の

求

稍

的

部

分

紀

^

.
>:
■
故
嘟
分
で
は
：3
そ
匕
.で
■
扳
わ
れ
洛
掘
人
：々

ぶ
0
特
^

設
食
堂
、
、公
設
浴
場
、
公
設
市
'場
等
の
施
設
の
如
き
で
あ
る
。
か
加
る
劃
ー
'、的
な
取
披
の
性
質
が
斲
く
な
名
に
從
つ
て
"
他
の
何
练
か
の

.
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„
¥業
の
性
質
を
次
第
に
濃
く
し
て
.行
く
？
だ
か
ら
社
#

事
業
と
他
の
斯
業
と
の
境
界
は
判
然
と
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
見
解
.の
相
違
か
ら 

人
に
ょ
つ
て
興
な
つ
た
境
界
が
引
か
れ
る
こ
-と
に
^T

る
。
I 

.

.

.

.
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拙
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米
國
社
會
琪
業
槪
靓」

c

三
田
學
#
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誌
、
第
一r

k

卷
笫
九
號
、
昭
和
七
ザ
九
.
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參
照
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例
ぇ
ば
社
傳
政
^
に
愿
：す
>
も
の
ど
考
克
£>
-
れ
：る
：勞
働
者
災.害

扶

助
»
任
保
^
か
、「

日
本
瓲
會
事
業
：平
鐵
.一
.で
は
.：

「

勢
勸
保
誰
_
業」

の 

一
部
と
し
て
認
め
ら4

て
思
'る
。•-]
勞
働
保
課
事
&
 

N
C
の
.も
©
も
敗
#;
餅
業
に
屬
す
.る
か
，
液
か.疑
間
一
で
あ
ろ
う0
.支
た
本
稿
託
.
{に
.擧
げ
た
f

 

.

に
、「

ロ
本
の
社
#,
事
S

:
は
.勞
.働
基
#
法
ま
^

取
上
：げ
て
居
る。

.

;

斯
くQ

.

如

く
求
稍
的
.澈
分
に
つ
い
；
て
は
必
然
的
に
明

.瞭
さ
が
缺
け
て
.居
.る
と
は
い
ぇ
、:.
.
と
に
か
\

#
常
に
#

種
#

»
に
わ
た
る
活
敵
を 

:、1
括
七
て
社
會
部
業
と
漭
克
る
匕
と
が
.で
^

る
の
啟
、：
右
に
述
べ
.
.於
ょ
う
：な
社
會
勸
業
0
方

法

の

故

で

彭

ま

.た
匕
れ
ら
の
諸
活
動
を 

へ
祖̂

4

#以
外
.の
活
1/
ヵ

ら

區»|
さ

せ

义

も0,も

、

や
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)
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で
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f

社
龠
事
業
と
は
社
會
が
ぞ
叫
自
體
：の
缺
陷
を
植
充
ピ
、
.庇
成
制
度
が
救
濟
し
得
：，ぬ
：ょ
う

• 
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成

制

度

紊

補

足

し

、

：

而

し

て

そ

れ

ら

諸

, ^
度

が

社

會

の

#

耍

：に

奢

1 >
く

合

致

じ

良

ぐ

激

.

.つ

；た

2

^

^

恢

正

す

る

た

め

ぬ

、

.
' 酞

會

に

よ

る

 

j

切
* 0
努
カ
の
餸
則
で
あ
る
0
.
,そ
れ
は
個
人
の
救
濟
を
目
的
と
^

る
匕
と
.も
，あ
り
、
條

- #
の
，改
善
を
目
的
^.
す
る
こ
'>
;も
あ
る
一
と
い 

う
Q

こ
れ
は
社

' #
祺

氣

6

,定

義

と

^

で

财

必

^

も
も
滿
足
な
も
の
へ
と
は
い
^ -

い

が

、

«

成

の

(

諸

制

度

■で
は

翁
濟

さ

：
K

な
い
圓
雛
を
社
 

會

雄

業

が

取

扱

う

と
述

べ

て

！

£
る
.こ̂

に

同

感

お

_

わ

：れ

.る

。
：
ボ

ー

ら

：
ば

，
如

何

に

し

て^ :
成

諸

制

鹿

：の

救

藤

し

得
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.
-
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.

と
が
で
き
る
か
^

い
£*
ば
、
そ
机
は
脊
§

.1
>
:く
社
會
讓
業
が
‘上
述
の
.ょ
ラ
な
方
法
：を
持
つ
.か
.ら
^ ;
あ
.る
。F

r
a
n
k
,

 J
V
B
r
u
n
p
T
h
e

 

.
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h
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c
i
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.
は
社
會g

業

を「
ナ
群
の
.
.
_
0み
珥
3

が
人
&
苦

難

を

輕

減

.さ

せ

ょ

う

と
 

し
て
、
.
.或
る
時
或
る
場
所
で
そ
の
仕
琪
を
成
就
4
得
る
と
信
ず
る
ぁ
.ら
ゅ
る
手
段
そ
用
ぃ
て
.そ
れ
を
行
ぉ
ぅ
と
す
る
努
カ
で
ぁ
る」

と
ぐ

:

い
、
前
述
の
社
伶
祇
業
的
方
法
と
相
通
ず
る
見
解
を
示
し
て
尻
る
が
ご
见
に
次
の
お
う
な
と
と
を
述
べ
て
唐
る
。
‘
^

?̂*
;,
 

p... 
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S
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ち
社
资
構
成
が
軍
純
で
あ
つ
：.た
*

に
は
、：ナ
べ
.て
の
|1
窮
牒
鶴
を
隣
人
間
.の
相
5:
^
^
^

.
益
々
#

く
の
禅
門
家
を
使
通
す
る
。「

妻
の
病
氣
杜
醫
師
へ 

>
エ
.場
办
«

築
は
建
築
家
へ
へ
：
名
食
は
酞
會
讓
業
施
設
べ
、
.
任
：せ
る
。
^̂
^

法
に
よ
つ
て
祺
業
を
一
脐
效
艰
的
に
«

い
#

る
；が
ぢ
で
あ
を
、.
と
い
う
の
で
^>
;

る
。
'こ
：_

.
ぇ

方

は

社:#
事

業

が

社

會

的

必

要

の

た

め

ば
 

‘
か
り
で
な
く
そ
の
能
率
の
■/
€
め
に
：も
*

在
す
る
：こ
と
を

示

-b
て
屈
る
。
そ
し
て
か
か
る
能
率
が
認
め
ら
れ
'る
.の
も
、
上
述
の
如
音
»
特
の 

方
法
を
持
つ
結
-®

'
と

し

て
、
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な

仕

事
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哿
邦
の
社
#
祺
業
が
こ
の
點
に
於
：い
て
ま
だ
十
分
の
進
歩
.を
遂
げ
て
居
欢
い
こ
と
を
認
め
.ね
ば
な
る
ま
い
がr

民
坐
.委
員
.
兒
改
福
麻 

TT
1

を
中
心
と
し
た
從
來
の
活
動
^

も
S
:
,
、
泪

標

は

右.に
述
ベ
.
.た
よ
う
な
方
法
を
"
.十
分
：に
憂
す
る
ど
と
で
あ
つ
た
に
相
遨
な
い
。
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以

上

述

べ

た

と

こ

ろ

、
か

ら

、

そ

'の
用
う
る
方
法
匕
そ
.社
會
事
業
の
本
質
的
な
要
素
で
あ
る
こ
.と
如
明
か
と
.な
'つ
た
。'
.こ
の
.
.#
-̂

#
辦
業
は
、
资
木
主
義
社
會
で
も
社
會
主
義
社
會
ぞ
も
行
わ
れ
る
。
' ど
ん
な
.社
會
で
も
個
人
.的
原
因
や
周
園
と
の
關
係
の
不
調
節
か
ら
、
 

當
事
者
が
解
狹
し
得
.な
い
諸
種
の
©'
難
が
生
じ
.る
こ
と
せ
、■

人
間
が
不
完
全
で
あ
る
限
り
避
け
/^
れ
な
い
と
と
で
あ
-
p、
ま
た
雛
々
不
測 

,

の
災
畨
か
ら
^.
闽
窮
狀
態
が
•生
じ
る
。
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,

と
こ
ろ
で
社
#
事
業
が
社
#

制
度
の
缺
陷
を
補
足
す
る
事
業
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
純
^
か
の
思
想
に
鉴
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
當
然 

.
で
あ
-つ
て
、
如
何
な
る
思
想
加
ら
も
離
れ
た
佥
ぐ
無
色
な
社
#
琪
業
施
設
は
な
い
。
英
米
お
よ
び
日
木
の
■
现
在
の
主
流
は
、「

社
#
福
祂 

事
^ .
悲
木
法
案」

に
揭
げ
ぢ
れ
た
よ
う
に
.

「

個
人
の
尊
嚴
と
社
#
連
帶
の
迦
1」

r -
站
く
も
の
と
兒
て
、
略
i
誤
り
が
無
い
で
あ
-ろ
う
。
 

然
し
な
が
ら
，
こ
れ
も
見
解
の
異
な
•る

人
か
ら
見
れ
ば
、
或
は
か
つ
て
吾
邦
の
或
る
硏
究
衆
が
い
つ
た
よ
う
に
、
社
會
康
業
は
す
べ
て
支 

配
階
級
が
现
社
僉
秧
序
を
維
持
す
る
た
め
の
僞
瞞
政
策
で
あ
り
、-
私
有
財
産
制
•
個
人
のe

由
で
：

m

活
の
實
任
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
か 

■

社
會
寧
業
の
本
質
忙
關
す
る
ニ
っ
の
見
解
、
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ら
、
可
绵
現
社
#
の
缺
陷
そ.
の
も
.の
の
燔
正
で
は
な
く
金
く
僞
瞞
で
扣
る
と
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
兄
解
を
持
つ
人
々
に
と
つ
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.

>て
は
、
規
布
行
わ
れ
て
段
る「

ピ

オ

，
{
一

 
ー

ル
活
動」

だ
け
が
眞
の
社
舍
事
業
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
他
槌
、ぺ
興
な
つ 

.た
思
想
に
應
じ
.
.
て
趣
>

異
な
.っ
_た
社
會
康
業
が
あ
り
_ #
る
。、.

»
 

■

-
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0
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:
ド
ヴ..
：ァ
ハ
ィ*̂
は
旣
亂
制
谏
と
は
何
か.
を

說

明

し

て

：
屐

な

い

。

-.
然
し
觉
義
が
補
足
と
し
て
ス
社—

事
業
七
紛
ら
わ
し
い
€
の
を
次
の
通
V
に
擧 

.

.'的
て
每
る
ゾ
ハ
ニ n

il1

I
J
^
O
A
、
自
身
或
は
家
族.
の
刺
载
の
た
め
に
す
る
：こ
と
'
6
,
#
適
的
な
人
間
の
耍
求
を
55
た
す
た
め
に
: .
何
世
紀
も
の
/ 

"〔

讽
驗
を
經.
て
徐
々
'に
'出.
來
上
っ
fc
社
#
制
度
、
■例
え
ば
家
條.
敎
會.
，
法
廷」

新
聞
に
依
っ
て
握
供
さ
れ
る
秦
壮
V
C
、
社
#

の
金
員
の
利
益
の
た 

め
遂
行
さ
れ
る
政.
庇
の
趣
業
、(
例
えi

街
路
の
：淸
掃
と
'照
明
、
上
水
卞
本
施
設
，
食
料
檢
奪
*
消

防
•
敎

育
•
#
察
，
D
、
相.
互
；
の
，
利

：益

の

た

め

に

. 

自
發
'的.
に
作
っ
た
紅
合
に
：ょ
づ
て
行
わ
れ
る
活
動
、
例
え
ば
勞
働.
組
脅
'.
商
業
會
讅
所.
社
交
ク
ラ
ブ...
展
主
：や
商
人.
や
銀
行
家
の.
糾
合
、
農
業
春 

『

..
の
組
合
»
把
鄕
軍
人
團
體,
0
出
職
業
者.
の
國
體.
，
健

康

保

險

組

合

等

>:
は
す
べ
て
社
僉
事
業.
で
ぼ
な
や
'
と
云
う
。
旣
存
制
度
と
は
恐
：ら
く
こ
れ
ら 

,
の
公
の
を
报
す
の
で
あ
ろ
う
0

■

/
* 

(

註
10〕

朝
=

新
瑚
九
月
九
！
2

の
報
道
に
ょ
る
と
、
：

2

典
部
內
に

.
ピ
：オ

II. 

r

ル
部
が
最
近
新
設
さ
れ
、

£

、
•五
歲
か
ら
十
四
、
五
歲
ま
で
の
少
平
少
女 

を
對
象
と
し

.て
、
.
紙
芝
居

•
映
迸
會

•

音
.樂
资
：•
.野
球
.
•■.交
通
整
理

.

學
校
自
治
會
な
ど
を
通
じ
て
，典
座
主
義
思
想
を
う
え
つ
け
て
居
る
と
い
う

o

 

ハ
飯
11
>

例
.
.え
'ば
戦
讲
中
晋
邦
の
社

#

事
業
は

4
國
：民
觅
生
辦
業

」

と
呼
.ば
办
.允
が
、

.̂
本
.̂
%

事
業
硏
究
僉
編
著

「

口
本
社

.會

事

業

新

體

制

耍

掰

：

一

丨 

國
民
厚
坐
琪
業
大
耦

'

C

昭
和
一

.五
平
刊

V

に
よ
る
と
、
國
民

'新
體
制
の
目
標
は
高
度
國
防
國
篆
の
雄
設
に
あ
る
か
ら
、
社
會
事
業
も
そ
の
一
璜
と 

-.
し
T

高
度
厚
生
國
家
の
雄
設
と
，

m

is
民
族
厚
生
指
暮
の
確
立

.と
を
H

的
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
、

0

.
丁
三
页
ゾ
國
氏
厚
迚
事
業
と
は

「

特
定
社

#

.
'.K'
於
い
で
ぞ
の
：成
員
が
完
全
な
：る
集
幽
坐
沿
を.
營
■•み
得
る
樣
"
厚
虫
指
導
す
る.
部
分
的
叉
は
金
體
的
努
力
で
あ
る」

(

四
頁
^
而
し
てf

新
體
制
下
の 

國
民
傅
生_

業
は
最
旱
布
班
の
如
き
博
愛
人
道
主
義
75
至
は
社
會
連
帶
主
義
に
依
ら
て.
指
導
せ
ら
る
ゝ
自_

主
義
的
慈
誨
救
濟_

業
で
は
■な
く
、
大 

.
‘政
翼
賛
の
理
念
0
下
に
成
以
の_

利
厚
生
を
阖
”
國
民
生
故
の
安
定
を
期
す
る
も
の
で
あ
リ」

ぃ.
ー
芯
々
と
述
ベ
て
尻
る
。
0
A
K
V.

J

.h
-

t

lベ
て
來
た
と
こ
ろ
は
、
社
#

^
業
の
木
質
を
そ
の
方
法
に
.求
め
て
い
る
の
允
が
.、
と
れ
に
對
1
、て
1
木
質
を
そ
の
社
會
的
意 

着
に
求
め
よ
^;
と
す
\る
立
：徵
が
あ
る
\

社
會
辦
業
.
'一.
般
を
支
配
階
級
の
採
.る
僞
瞞
政
策
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
、
：こ
の
立
場
に
屬
す
る
。

-

ぐ
： 

'  
.

.

IV
 

,

 

」
：'
:
、
.

個
々
の
藤
，業
で
な
く
一
社
會
の
％

會
齊
業
全
；體
.の
意
義
ぢ
事
業
主
體
の
意
圖
ど
は
別
に
客
觀
.的
^̂
 ̂

社

#

^

業

が

自
 

*.
主
義
的
資
本
主
義
經
濟
の
發
握
に
伴
っ
て
生
5-
た
大
量
©
困

窮

考

を

救

濟

す

，
る

た

'め
に
發
生
し
た
も
の
で
あ
を
と
考
咬
る
な
ら
ば
、
ま 

さ
し
く
こ
れ
を
社
會
事
業
の
ホ
^-
で
あ
る
-i
い
つ
て
よ
い
0
そ
の
場
八
ロ
、
社
會
事
業
の
中
で
積
極
的
に
政
善
を
因
指
，す
部
分
は
、
單
に
附， 

隨
的
に
或
は
華
段
と
'^
て
營
ま
れ
る
'に
過
ぎ
ず
、
本
質
'的
な
部
分
で
&

い
士
看
做
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、"
ソ
連
の
社
會
事
業
は
被
會
事
業

«

 

•

 

. 

...
 

.
 

...
 

...
 
.

 

*

 .

 

■

 ♦

 :

 

V

 

• S.

、
 

.

 

'

 
-

で
は
な
^
と
考
え
ら
れ
る
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

：
' 

.
■-
.
.;
.
/•
-
 

_ 

V 

/ 

然
レ
こ
が
立
場
に
は
右
の
ょ
う
な
考
え
方
し
加
な
^

办
&

^
な
く
プ
ま
だ
種
々
の
考
え
.方
が
あ
；ろ
う
と
思
う
。
例
え
.ば
.

A
m
o
s
.

 G
r
i
s

...-
*
 

•

 :

 

•
 

•

 

-

 
-

 :

 

-

 

-

 

-
-

 

V

 

-

.

:•,
-f I

d

 .
w
y
a
e
r
:

が

齡

. #
雜
業
を「

人
的
關
係
：を
調
擊
b
社
會
諸
巢
li
を
苒
鏃
級
す
る
技
術」

.で
あ
る
と
し
て
厨
る
の
は(

W
a
r
n
e
r
,

、
.

Q
u
e
e
n

 

a
n
d

 

H
a
I
P
S
I
V

IJ>
m
e
r
i
c
a
a

 O
i
a
l
i
t
i
e
s

 

a
n
d

 

s
o

o:i
a
i

,.w
o
r
k
,
.
4

;s
*
!n
)
d
. N.

 

Y

v

,

1
9
3

.°p
.

e

:む
し
ろ
個
々
の
社

.

.

.

 

•

 

-

•

.

.

.
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- 

-

 

-

 

•
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•

 
-

 

•
>
•
•
•

■
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•
' 

•
• 

.

會
戢
業
施
設
.に
'っ
い
て
い
う
も
の
.と
«

釋
さ
れ
從
っ
て
社
會
組
織
の
問
題
と
最
も
關
係
^
 

r

福
祉
保
謹
と
は
：そ
の
1

の
文
化
思
想
に
相
應
す
る
國
浪
生
活
狀
態
を
餘
致
し
或
は
難 

努
力
I

味

感

。
そ

れ

は

靡

に
f

る
、：
或
I

ほ

偷

^

そ
の
"危
險
の
、あ
る
層
の
援
議
を
目
的
と
す
る
一
切
の
活
動
に
關
係
す
，る
こ
''
^

で
あ
，る
o . (

• ri
t
f
a
d
e
n

 . d
e
r

 

W
o
h
l
f
a
h
r
t
s
p
f
i
e
g
e
.

ヴ
 

L
e
i
p
z
i

，
.

w
DC
I

s

F」

9
2
3
. 

:
S

•二)

へ

m

業

を「

_
家
及
び
社
#

の」

水
業
と
ム
て
尻
る
こ
と
は
、
社
#
が
斯
か
る
;if
*
業
を
行
う
必
耍
の
あ
,?J

と
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
,從 

つ
て
一
祉
旮
の
社
#

都
業
が
金
體
と
し
て
社
#

組
織
の
缺
陷
を
補
う
役
割
を
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

'

.

社

會

棋

業

の

本

钙

に

關

す

る

ニ

っ

の

見

解
. '
. 

•

、
四

七

ハ

三

ニ

芄
：}



■ 

,
 

.
 

. Iflw

礙

贫

雜

識.：
：
筋
！

1

十J.11

卷

笫

芄

谶
■

.

:
■

• 

、
 

•
• 

四

八■ 

o

u

r

G

こ
れ
邻
に
比
較
し
て
最
も
明
瞭
な
辽»-
免
示
さ
れ
る
の
は
近
藤
文
一

1

敎
授
で
あ
る
。.
氏
に
從
え
ば
、
資
本
主
義
社
'含
に
耍
救
護
容
が
花

« :
迄
社
.會

讓

藤

ギ

い

ぢ

€:
:

.©
_
_

容

難

_
:
:
.
で

: ^
:つ
；
て
づ
從̂

:

あ

轵

とt
が
；
^

骶

會

畫

め

：近
,

的
性
格

」

：.

(
「

肫
脅
事_̂
#

_

满
保
護
法
钦
1£
,
私
^:
始
あ
_

ゲ
.：メ
：,1
;
:
5:均
%.
れ
^

ム̂̂
^

)(

_
f 

_龠
_

务

が
.、：

そQ:

養

護M

の
：
楓

據

：を
：社

會

的

な

石

名

の

に

求

め

釭

が

,£
>

'%
パ
'充

分

に

'
こ
れ
.を
*:
徹

せ
免
、
.
:從

：来

の

慈

善

霧

黎
 

褙
を
あ
わ
せ
も
つ
ょ
う
t
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
•わ
が
顿
の
张
活
保
護
制
度
^

、
# -
正
前)

の
如
き
も
&
で
あ
つ
て
？
>

を
.
わ
，
允

く

し

、
は

慈

®

的

社
.#
事
.業
と
呼
び
た
い
。

」

と
い
う
。
國
家
又
は
公
共
團
體
の
泰
業.を
代
行
す
る
鐵
合
を
除
け
ば
、
私
'課
社
會
學

■、業

：名
や
は
り
慈
襄
的
社

#

事

葉

と呼

ば

れ̂
0
.

^

'(
D

a
rj
a

^
要

救

護

性

、
の

.

.根
« -
が
.社

會
的
な';̂
の
.

^̂>
る
こ

._

2:
を
'^
の
事

業

主

體

.が

認
め

，

...
-• .
 

. 

、
 

'it.
 .....  
‘
 

.  
•
 •
 

，
 .  , .
 

-  

>■ -
 •
 •
 •
 •
 

• •
 •
. 

• •
 -
 

;
1
 •

.

»

て
：
.:
^

:
パ
扉
會
を
の
も
の
へ
が
そ
れ
を
認
め
な
い
^

め
^
プ

掃

業

が

屋

的
‘
感
情
妁
.
宗

敎

的

：
で

あ
.る
か
ら
だ
と
い
、

尙
、
氏
办
所
謂， 

:

」「

_
溆
的
社
徵
事
_

^
と
は
、：：慈

善

囊

紙

ち

社

會

鲁

.へ
：
移

：
る

：過

彼

的

疆

 

社
-:
#
事
業
で
は
：.な
V
の
で
あ
る
。

. '
.

^■
藤
敎
授：

の
.と
の
糖
え
方
祀
從
え
ば
'.

社
會
«

業
、运
の
所
諧「

慈
湛
的
肫
會
事
業
.1
-
.も
合
む〕

0
意
義
は
、
：資
本
主
«

社
會
を
維
持
ず
る
.

:

爲
砂
を
.の
級
陷
を
，補

足

ナ

る

と

W 

.'5
獨

割
^ -
;勤
：©
て
'居
，る
點
に
あ

る
と
沄
え
る
。■
勿
論
こ
^

に
類
^

た
見
解
を
み
る
，人
は
他
に
も
多
く
、
 

'.そ
： #

間

に
''
%

猶
;^
の
：蒸

異

は

あ

义

が
>
:
.耍
す

る.に
：い
：す

れ

も

社

會

事

滎

吹

意

義

を

^

極

然

し

な

が

ら

これ
.に
.對

して
、
個K

 

$

社
龠
事
黎
、施

設

の意
義
：を
、考
え
：る
な
.ら
ば
.、右
：の
ょ
う
.な消
極
的
.役
割
し
加
持
た'ぬ
も
の
も
あ

.

.

. 

:■.
.、

1

•

:
.
.
. 

.

.•

. 

. 

* 

.

.
1
-
-
!
/
.
• 

.

:

-

.

:

,
,
.

广. 

?
. r 

V 

.
'
.
.
.
. 

.

. 

- 

.

.

. 

.
-
• 

.

.

る
し
、
少
く
^
も

を

の

：
意

圖

に

於

い

，
て

呔

積

極

的

な

.も

の

も

：あ

队

得
!̂
/
例

え

ば

前.に

擧

げ

た

共
1

§

擧

生

の.檢

擧

を

見

た

：
ザ

ッ

，
ト

-ル
^

ン
：
ト

事

窗

の

如

き

^'
の
，
で

ぁ.る
0
、
_
 

て

重

大
な
役
割
を
赞
際
に
勤
め
る
こ
と
は
困
難
で
.あ
ろ
う
か
ら
、
ビ
れ
等
を
例
外
と
證
做
し
て
も
ょ
い
"
で

あ

ろ

う

、が

、
，改

良

主

義

田

窺

’
の

下

に

-
. 

* 

-

»

V
.
; 

:
• 

• 
、 

• 

■
.

敎

衰

l

-s
:

.

f
 

I

.
の

馨

は

、：
形
の
上
I

裏

れ

#

一

が

獲

に

0
0
,
六
S

が
、.：
賢

明

な©
敢
な
社
會
事
業
家
ぼ
，.

「

彼
が
個
人
或
は
コ
ミ
ユ
一
一
テ
ィ
'を
#
.げ
て
‘窮
境
を
乘
越
え
§

せ
て
居
る
だ
け
で
な 

く
、.
.彼
の
取
披
つ
ズ
唐
る
社
會
的
不
宰
の
理
解
に
貢
® -
し
究
極
的
に
は
そ
の
制
铜
に
貢
®

し
て
居
る
の
だ」

と
い
，う
希
望
を
持
つ
と
^
つ 

て
识
る
ょ
う
に
、
間
狻
的
に
は
す
.ベ
て
，の
社
會
鄭
業
施
設
，が
社
會
狀
態
の
改
善
に
貢
獻
し
埸
る
穑
栩
的
.な
例
面
を
も
持
.つ
の
.で
：あ
る
。
こ 

う
し
た
考
ぇ
方
が
芷
し
.：い
と
ず
れ
ば
、
.一
社
會
の
社
會
事
業
全
體
の
意
義
も
ま
た
積
.極
的
な
性
格
：を
持
つ
も
め
と
な
ろ
う

。

し

か
も
そ
れ 

だ
け
で
な
い
。
ブ
ル
} 
ノ
が
示
^

し
て
焐
.る
と
こ
ろ
に
從
ぇ
：ば

、：

社
會
事
業
が
尊
門
の
事
業
と
し
て
成
立
す
るX；

と
.̂

依

つ

.
て

能

率

を

高
 

め
て
！

£

る
わ
け
で
あ
る
が
、：.
社
會
邬
業
が
能
率
を
高
め
る
こ
と
は
、
’
.そ
れ
と
關
係
す
る
他
の
方
面
.の
人
々
の
.能
率
を
高
め
名
と
と
に
な
る

' 

'

- 

' 
■ 

■ 

• 

- 

- 

I
、

- . 

. 

.

齊

で

お

る

。

と
の
こ
ー
と
は
：富

裕

な

^

し

て

社- #
福
祉
べ'
.の
：關
心
が
强
い
國
の
：場

合

に

は

、

'か
な
^

重
要
な
氣
義
を
持
つ
扣
も
知
れ
な
K 

■

斯

く

の

如

く

社

會

事

業

の

意

義

に

づ

，い
て
は

.種
々
，
.の
：見

解

が

あ

欠
^」

と
に
社
會
瓿
業
の
本
質
を
求
め
る
；と

.

す
れ
ば
、
種V

異
な
つ
.た

繁

規

I

卷

て

來

る
1

ろ
う
.。
'
へ
'

^

S

12〕

，
.

"
本

勞

働

邮

鐵

ゾ

昭

和

ー

三

平

版

バ

昭

和

ニ

四

平

刊

’

三
—
八
贳
ノ
に
ょ
る
と
昭
和

^

ン
ト
の
學
生
七
.名
が
撿 

.

锒
さ
れ
た

0

そ
-の
學
生
達
は

「

>

ッ

ル

兒

章

部

」

.を
設
け
ノ
子
供

.達
を

.

「

突
擊
隊

」

に
耝
織
し
て
左
輿
思
想
を
扶
植
し
た
と
い
う

。
’ 

■

-

「

-

.
■.
■
■. 

:
.ン
-
.
:
;
-.
'

:.
,
'
.
'
'
: 

: 

• 
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:■
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. 

. 
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-
-
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.
■- ■ 
- 

ノ：
ぃ

.
 

•
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,
. 

..'
:

'
■
.
.
.

.

■•
 

- 

.

:

,

へ

.

.

'

.

'

:■
パ

て

：ノ
:■
'

.:

-

-
 

• 

- 

-
 

.
•，.
国.一

 

. 

-

■

.

.五

. 

'、そ

の

.
'
•木
：
質

： 

：

："

.

\ 

-
 

-
 

'

社
#

$
業
の
木
質
的
な
要
素
を
そ
の
方
法
に
求
め
る
立
£言

、
そ
の
社
#
的
意
義
に
求
め
る
立
場
と
が
あ
る
こ
と
は
上
述
の
通
で
あ 

.
る
が
、
こ
の
ニ
つ
の
耍
索
を
併
せ
て
含
む
概
念
を
兔
め
る
ヒ
と
に
は
問
興
が
あ
る
。
前
に
擧
げ
た
ド
ヴ
ァ
イ
ン
め
ょ
う
に
、
鹰
成
制
度
に 

.

肫
命
绑
業
の
本
質
に
關
す
る
ニ
っ
の
见
解
_
■
• 

、

■

四
，九

C

三
ニ
七〕
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‘

：

、

.

兰

®

雰

雜

誌

*

笫

四

+

三

卷

第

'

s

號

：

_ 

' 

.

'

芄

' o
、

S

1
ニ
 

O

 

質

的

耍

素

と

丈

る

社

會

事

業

の

概

念

を

^

め

る

こ

と

が

^

き

.る

■.
°
社

#

參

_

的

方

法

に

依

.■る

か

ら

.ご

.

.そ

紙

成

.制

谏

の

救

濟

.で

き

ぬ

.
困

窮

狀

. 
.
*

 

- 

，， 

，

.

.

:

:

' 

.

.

. 

:

f 
ゾ
一

：

：

-
' 

.

.

.

-

.

.

.

.

.

.

,

態
を
救
濟
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
：’概
念
は
社
會
事
業
成
.生
の
.史
實
^
も
合
致
す
る
.？

麵

成

制

度

：に

ょ

つ

て

救

濟

さ
 

れ
な
い
困
窮
t
態
は
如
例
な
る
社
#

に
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
.：社
#:
. *
業
的
方
法
办
採
瓜
だ
け
'が
、
社
#
事
翁
成
立
の
時
期
を
定
め
る
こ
と

、
に

な

を

如

ら

で

あ

る

。

-
然
.る
^

社
^

^
業
の
貧
義
を
社
：會
組
織
0
缺
隙
か
ち
生
匕
る
'困

窮

者

の

：故

濟

に

對

し

て

社

會

が

.責
茌
を
認
め
、
社

. 

.

.

.

.
 

•

: 

. 

•
» 

- 

.

.

.

.

.

 

.

.

.

. 

*

#

の
^

^
と
し
て
と
れ
を
行
ぅ
點
に
あ
る
と
す
る
揚
合
私
は
^

と
の
事
雜
の
證
洛
會
事
载
的
方
^

の
姆
用
と
が
询
晚
で
玆
砍
れ
ば
、
 

こ

の

ニ

要

素

を

含

め

た

概

念

は

史

實

と

合

致

し

な

く

な

る

す

：

^

 

■ '
■
 

i

l

l

l

.

8

1

f

l

l

l

i

.で
多
る
。
；卽
ち
當
時
味
勞
働
問
題
、
：.社
會
間
題
-

重
大
化
し
、
諮
種
の
；社
會
立
法
が
制
定
さ
：れ

炎

時

代

：で

、

天

正

六

年

內

I

地
方
局
に 

救
護
課
が
設
け
ら
れ
、
九
年
に
は
内
務
省
に
社
會
局
が
出
來
、
：地
方
團
體
^
も
社
會
課
が
«

置
.さ
机
た
。
.同
年
に
ポ
央
慈
善
協
會
が
'中
央 

一
社
會
祺
業
協
舍
と
な
リ
、
.雑

誌「

慈
#」

が
六
年
に「
社
會
と
救
濟
い
と
な
ち
_
;更
に
'ー、.
5年
に
は
1「

社
會
事
業」

.
と
改
題
し
た
。
從
っ 

セ
.：：

「

慈
善
事
業」

：.か
ら
ぐ「

赚
會
事
業
_
1

の̂
省
稱
の
變
化
ば
>
.
時̂
に
时
替
の
變
化
を
も
伴
づ
，食
の
で
あ
っ
.て
、
從
來
の
慈
善
事
業
に
對 

し
て
、
I

吋
塞
の
意
識
が
本
S

な

議

と

し

て

加

あ

奚

:.
フ
：；

：

へ

； 

，
' 

- 

:.
然
ら
ば
社
# ,
都
桊
的
方
法
は
こ
.の
頭
既
に
用
い
ら
.れ
た
で
あ
ろ
.ぅ
が
。
へ
民
坐
委
氮
制
度
の
.嚆
矢
で
あ
る
岡
山
縣
の
-n
濟
生
顧
問」

制
度

パ 

'
,'
, 

■ 

. 

- 

- 

V 

 ̂

.

.

.

.

.

.

.
A
.
- 

.■- 

,ハ
訣
14
0
 

.

、

パ

は
、
火
正
六
年
に
始
ま
り
、
翌
七
年
に
は
來
京
•
犬

阪

に

も

方

面

委

員

制

度

が

出

來

、
：'爾

來

急
速
、：に
全

國
.
^
日
：及

し

た

。:但
し
救
議
法
制 

と
.し
て
は
明
治
七
年
の
：恤
救
規
M

泸
昭
和
迦
年
に
救
護
法
の
.制
定
を
見
る
ま
で
行
わ
れ
た
1.
:
、
，
講

習

會

や

大

學

の

社

會

事

業

称

は

以

前

か 

ら

务

つ

た

が

、
，
.最

初
0

#
門

學

校

が̂

來
.た
.の

炫

昭

和
-=
:」

举

—*
'0
月
^

ぁ

る

か
&
?
^

十
分
な
程
®
:に
で
は
決
し
て
な
.か
つ
た
こ
と
が
想
像
れ
る
。
斯
く
し
て
‘日
木
.の
場
合
に
は
、
前
に
述
べ
'
た
ニ
要
素
を
含
む
定
義
と
电
¥f
一

• 

. 

、
 

. 

、

•

•
 

>

 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

€
• 

,

'と
■は
略 
i
'
.
l
致
す
る
.
i
'い
え
る
;0
:
.
.
.
:
'
.
.
' 

V
 

,

へ
■

-
 

'
、

.

ア
メ
リ
ヵ
の
場
合
に
は
少
し
褂
愦
が
異
な
る
ょ
う
で
あ
る
。
祉
會
梨
襄
の
名
稱
が
1
般
に
用
V
.ら
れ
名
に
至
つ
た
©
は
、
' 
ブ

九

ひ

四

带

,.
■:'.

か
近
¥

顷
の
こ
と
で
あ
ケ
.た
と
い
ゎ
れ
る
。

一
九
〇
〇
年
以
前
は
、
.
M愛
事
業
.
慈
.養S

業
：，
聲
會
ー
置
藤
業
が
あ
か
ブ
救
貧
院
メ
讽
兒
:

ハ 

V
院
‘
養

老

院

そ

の

他

め

..慈

善

事

業

妒

あ

幻

、

_

務
殿
。

(

風
化
院
、
病
院
:0
.精
神
病
院
ー
:*
施
藥
所
、
^

ッ

ト

，
ル

メ

ー

ト

，
傀

道

所

.な

ど

が

あ

.

つ
た
が
、
も
れ
等
を
總
稱
す
，る
名
稱
が
な
か
っ
た
。
匕
.れ
傳
0
.關
係
款
は
；毋
举
.ー
囘
集
會
を
開
：

V
K

n

 

- 

が
、

广
八
九
〇
卬
代
に
セ
ッ
ト
ル
メ
ン
'ト
及
び
沿
奶
»

合
運
軌
#

が
«

加
す
$

際
、
«

來
の
ぞ
の
火
會
0

名
#

「

靡

善
及
：び

織

風

會

議

_

1

.

.

. 

に
對
し
て
|-
-
|分
违
の
遝
動
が
慈
善
に
も
«

風
琪
業
に
も
&

し
な
い
1

い

う

勤

で

戾

對

尤

唱

ぇ

、
：
：
觅
：忙
：

1

^

0/ 0
雄

代

初

頭

：
.に
，

.-
: 

:.:典*.
兒

虛

遊

園

地”
結
：歡
豫_
:タ

兒

童

勞

徽
«/
业

秣

■:

い

う.名

：
が

也

れ

乾

'^
:何
：時
、V如
何
に
ム
 ̂

一
 

'

1
力
ー」

、

參
如
^

が
代
表
す
る
别
業
を「

社
#

_
,̂」

：
と
0̂
.
ん
^

。
t '
く
し
て
一
九
0

ド
#

'
力
.五
^

度
に
は
一
般
に
片)

ら
.れ
る
に
3

入
 

-•••

ク
た
が
、
大
<v'
v
の
名
稱
は
一
九
一
六
部
ま
で
變
ぇ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
殊
に
奇
異
な
の
は
1

锻
初
の
そ
し
て
最
大
の
蹲
n

學

校

で

あ
.
 

る
紐
贺
の
社
會
祺
業
舉
校
が
、一

八
九
七
年
に
傅
愛
琪
業
學
校
へs

c
h
o
o
l

 

o
f

 

p
h
i
l
a
n
t
h
r
o
p
y
)

と
し
て
開
設
さ
れ
た
が
、
，一
九
一
大
.
.
V 

苹
ま
で
そ
の
名
稱
を
變
ぇ
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
9

3

ユ
§
,

§
.

&

,

,

?

.

1

5

—

1
6
.，
參
照〕

^ ̂

V

;

.

所
く
し
て
ア
メ
リ
ヵ
の
場
合
に
は
、
社
含
祺
業
と
い
う
名
稱
が
生
.じ
た
時
期
と
、
贫
困
問
題
に
對
す
る
社
會
の
責
饪
意
識
が
公
的
に
表
：
.
.

.

.- ,

:
. 

明
さ
れ
た
時
期
と
の
一
致
は
、
P
木
の
ょ
う
に
明
臉
で
な
い
。
社
俞
的
貴
任
意
識
の
具
體
化
で
あ
る
公
設
社
會
祺
業
は
、

ー'
九
ニ
0
苹

代
,

.

::
:

'

 

の
宋
期
ま
で
常
に
^

設
に
狗
し
て
從
®

的
地
位
に
あ
っ
た
ら
し
X
、.

先
.っ
^

設
制
舍
辦
業
^'
r

し
.い
活
t/
分
野
.を
^
妬

.

L

後
に
公
|^
^

‘ 

：
、'
■
:
:
 

■

社
脅
事
業
の
本
钗
に
關
す
る
二
っ
の
見
解

, 

. 

' 

五

一

•(

三
ニ
九〕

.

.



,
業
が
そ
れ
を
取
上
げ
る
-の
が
常
で
あ
っ
た
。
、公
私
ノ
の
被
業
が
主
客
そ
の
地
位
を
顚
倒
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、

一

九
ニ
，九
年
に
始
ま
つ
た
恐
慌
,

• 

• r 
注
L5〕  

. 

. 
/! 

• - 
.. 
- 

•  

.

以
後
の
ご
と
で
あ
る
。
他
方
、
社
#
视

業

的

方

法

の

採

用

は

"

む

し

ろ

社

#

事
■

の
#

稱

：
の.生
：
ま

れ

：
る

前

か

ら

始

ま

つ

：
て

！

£

た

ら

し

い:0 

. 

. 

, 

.

.

.

 

'
- 
-
 

.
 

:
 

. 

.
■

■. 

- 

,
.

1

八

四

三

平

に

組

織

さ

れ

た

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
Q
n

 

f
o
r

 

I
m

p
r

o
v

i
n

g

r-
h

h

e 

c
o

n
d

i
t

i
o

n

o -f

 

t
h
e

 

p
o
o
r
,

 

o
f

 

N
e

w
'

Y
o

r
k

o
i

t
y

 

で

さ

 

V

,
;

ノ
 
... 

ツ'..-v; .
',..
V. 
■

■::.
■.-■
 ..
..
..
..
..

 
.
.
.
へ,.v.
' 
.
. 

.
':
:,
*.:v;
.;.
:. 
: .
'.
/
 
.
.•■)

：
 
: 

■ 

一
 

..V

:  
.

■.■..
V...... 
,
,.. 
,
 
..
 

. \

V.--

- V  
.-ノ-.ン

:

ノ-
 

•
.
-.

•
ぇ
、
魄

に

ゲ

ヮ

ー
ク
の
财
期
的
な
形
ち
を
試
み
ょ
う
と
し
た
程
で
、
こ
れ
は
失
敗
K
終
つ
允
が
、

一

八
.七
〇
年
代
か
ら
各
都
市
に
組 

織
さ
れ
た
0
ぼ
3.
^

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n

 

S
o
c
i
e
t
y

に
侬
つ
て
實
旅
さ
れ
る

に
，至
：つ
た

0
 

S

揭
邨
稿
參
®

從
つ
て
ー
5

11
1
:
'
紀

刺

頭

に

社
 

:

|

業
■

稱

_

讓

社

會

靡

的

裏

は

：汁
^

 

:.
:

ぐ

，
.

.
'
一

■'
.
だ

斯

く

の

如

ぐ

社

#

勝

業

の

本

質

的

要

素

を

：そ

：の

：方

法

並

び

：に

免

の

社

會

的

意

義

、

の
：.

一
:ー

點

に

求

办

ょ

を

ど

す

る

場

合

"

そ

し

て

そ

の

社

#

.•
 

- 
....  

: ,

'
 

-•
 •
 •
 

，

,

1

1

1

1

1

1

^

.

^

い
が
、
ア
メ
リ
ヵ
に
關
し
て
は
そ
S

S

P

殘
る
。
ま

し

漢

■

的
意
■

近

藤

敎

潔
3

為

ぇ

I

社
I

s

る
各 

へ
：稱

が

杳

部

冲
T

メ
，
リ"力
.に

於
&

:::

な
い
如
ら
、
嚴
将
に
m

e
ばu

の
審
が
直
ち
.

k

逾
合
し
な
.い

如

レ

知

れ

：
が

い

が

^
-^
^

^
社
會
事
馨
議
^-
で
は
社
會
祟
業
と
い

- 

-

V

- 

■ 

-
.
. 

ノ
 

. 

. 

. . . ：  

■■■■

''

■
 

■

 
-
V

 

^

 

V
-

 

.

.

.

 

-

.

.

'

.

.

.

 

‘

'
が
各
_

に
よ
0
て

用

，
い
ら
ー
れ
て
居
る

-
9::
:
:'
'

:

.

'

バ.
.

.

.
'
: 

- 

' 

- 

:
，
本

稿Q

始

め

：
に

述

べ
.：
た

通.奴
，
實
際
に
.肋
#
事
業
の
.名
を
以
0
て
呼
ば
れ
：る
施
設
だ
け
舍
社
會
事
業
と
：し
て
受
取
る
と
と
は
で
き
な
い
，：
 

け
れ
I

、.：
さ
れ
ば
々
っ
て
.

r 

'

.以
上
述
べ
て
.來
た
と
こ
ろ
.が
ら
次
：の
ょ
う
な
結
論
が
生
じ
る
と
思
う
。
.卽
ち
社
: #

.

集
業
的
方
法
の
行
わ
れ
な
い
場
合
に
せ
、
.

慈
善
事
業
，
， 

.
と
か
社
#
政
策
と
か
何
か
他
の
祺
業
で
は
あ
っ
て
も
社
#
#
業
で
は
な
い
か
ら
、
社
侥
鄯
業
的
方
法
は
社
會
根
業
概
念
の
不
可
缺
の
要
素 

で
あ
る
补
、
社
#

的
，意
義
呔
ー
般
に
安
當
し
得
る
槪
念
の
要
素
>
は
な
り
難
ぃ
と
-\
^
ぅ
こ
と
で
'|>
-
る
。
前
節
に
擧
げ
た
ド
ヴ
ァ
イ
ン
の
考

え
方
比
、

_

會

幕

業

：
^

^

.と
ー
調.
汜

旮

け̂

^

ぃ̂
.で

れ

：
は
：

■
:
會

事

業

资

社

會

讷
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